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第１章

まちなか再生方針とは

（１）策定目的
（２）位置づけ
（３）本庄駅北口周辺整備の必要性
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（１）策定目的 （２）位置づけ

本市では、本庄駅北口周辺（以下「本地区」という。）のまちなか再

生を目指し、令和４年１月に「本庄駅北口周辺整備基本計画」（以下

「基本計画」という。）を策定しました。基本計画では、「まちに暮ら

し、まちを活かし、まちが息づく」をまちづくりのコンセプトとして掲

げ、駅前街区及び道路の整備方針や整備計画を定めています。

「本庄駅北口周辺まちなか再生方針」（以下「まちなか再生方針」と

いう。）は、基本計画策定以降の各取組の進捗状況や課題を再度整理し、

基本計画で示す将来像の解像度を高め、実現に向けた具体的なアクショ

ンを設定するために策定するものです。行政と民間がまちの将来像を共

有し、それぞれの立場や強みを活かして、連携しながら取組を推進しま

す。また、市が実施する事業の優先順位を明示することで、民間投資を

誘引し、官民で相乗効果を生む効果的なまちづくりに取り組みます。

駅や利便施設が集まり多くの人が行き交うポテンシャルを活かし、ま

ちなかを通過するのみならず、滞在や回遊を促し、日常の豊かさが積み

重なる生活空間への転換を目指します。

個別事業の具体化

・ 整備を具体的事業として示す

・ 優先順位の明示

・ 投資予定の可視化 ⇒ 民間投資の誘引

・ まちの将来像の共有

・ 点の整備を線→面へ

本庄駅北口周辺まちなか再生方針

（アクションプラン）

本庄駅北口周辺整備基本計画

将来像の明確化

まちなか再生方針は、基本計画に示した内容を具体化するものであり、

基本計画のアクションプラン（実行計画）として位置づけます。整備を

具体的事業として示すことに加え、優先順位を明示することで民間投資

の誘引を図ります。また、まちの将来像を明確化し、点的な整備を線・

面へとつなげ、エリア全体として一体的なまちづくりを推進します。
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本地区には、宿場町や繭の集散地としての興隆を示す建造物が残り、

本庄まつりでは山車が曳行されるなど、本庄のアイデンティティを象徴

する場所となっています。しかし、近年は、少子高齢化や人口減少、空

き家の増加、人々の交流機会の希薄化などにより、地域の魅力や活力の

低下が特に進むエリアとなっています。歴史的資源や祭礼文化の多くが

本地区に集まることを踏まえると、このまま衰退が進めば「本庄らし

さ」そのものの継承が困難になり、人々が築いてきたアイデンティティ

が失われてしまう恐れがあります。

その一方で、本地区は、駅に近く通勤・通学に便利で、行政・商業機

能の集積、まちづくりに参画する人・団体の存在など、市内でも高いポ

テンシャルを秘めたエリアでもあります。エリアのポテンシャルを活か

しながら、暮らしの場としての質の向上や民間活動がしやすい環境整備

につなげるためには、道路環境や公共空間等を改善する、効果的な投資

が求められます。

本庄のアイデンティティを継承し、ポテンシャルをまちの力へ転換す

るためには、本地区の再整備を進め、「選ばれる北口」へと更新してい

くことが必要となります。

（３）本庄駅北口周辺整備の必要性

アイデンティティ

北口らしさの

継承

ポテンシャル

本地区の

優位性を

活かす

＋ ＋効果的な投資＝選ばれる
北口



（１）基本計画策定以降の取組状況
（２）まちなか再生の課題
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第２章

まちなか再生の課題
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（１）基本計画策定以降の取組状況

基本計画策定以降のまちの状況を踏まえつつ、各種施策の取組状況や市民・民間事業者の動きを把握し、まちなか再生の課題を再整理します。課題の

抽出にあたっては、基本計画で示されたまちづくりのコンセプトを踏まえ、“暮らす”“活かす”“息づく”の要素を切り口に整理を行います。

基本計画策定時の整備計画

基本計画策定以降の取組状況

まちの状況

・本地区の状況や変化

取組状況

・行政の取組状況

・市民や民間事業者の取組・活用状況

１）駅前街区整備

① スムーズな交通を実現する駅前広場の再整備

② まちの玄関口としての機能導入と空間デザイン

③ 今、そして未来を支える世代のための空間形成

２）道路整備

① 地区内を結ぶ道路ネットワークの強化

② 居心地の良い
※
ウォーカブルなまちづくり

③ 古き良きまちなみを活かしたまちの更新

基本計画策定以降の取組状況を
踏まえた課題の再整理

左肩に「※」のついた用語は参考資料編に用語解説があります。
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（２）まちなか再生の課題

基本計画策定以降の取組状況を踏まえ、まちなか再生に向けた課題を以下のとおり整理しました。これらの課題に対応した具体的な取組を

「第４章 まちなか再生に向けたアクション」にて位置づけます。

基本計画策定時の基本方針

基本計画策定以降の取組状況

まちの状況

・本地区の状況や変化

取組状況

・行政の取組状況

・市民や民間事業者の取組・活用状況

１）駅前街区整備

① スムーズな交通を実現する駅前広場の再整備

② まちの玄関口としての機能導入と空間デザイン

③ 今、そして未来を支える世代のための空間形成

２）道路整備

① 周辺地域や拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化

② 居心地の良いウォーカブルなまちづくり

③ 古き良きまちなみを活かしたまちの更新

• 駅前広場整備と合わせた道路ネットワークの強化

• 人中心の空間づくりに向けた駐車場の適正配置

• シンボルロードである銀座通りの歩行環境の改善とデザイン向上

• 道路美装化に伴う、通りと一体となった沿道の景観づくりの
重要性

• 駅前広場の交通処理機能や歩行者環境の改善

• ウォーカブルを推進するまちなか広場の必要性

• 道路整備に伴う照明環境の更新と維持管理の検討

• 中山道のゆとりある歩行空間の確保

• 文化財保存活用地域計画と連携した歴史的資源を活かした通り
の創出

• 駅～路地～まちなか～水辺・緑の回遊性の創出

• 居心地の良い歩きたくなるまちなかの取組の展開

• 路地のまちなみを活かしながらの防災性能の向上

• 官民連携による建替え問題の解消

暮
ら
す

活
か
す

息
づ
く

• 民間の活動と連携した、空き店舗・空き家対策の事業メニュー
の充実と活用促進

• 歴史的な趣ある建造物の継承と活用の検討

• 「まちの玄関口」に相応しいにぎわいづくり

• 駅前ポテンシャルを活かした将来的な居住促進

まちなか再生の課題

ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン



（１）まちなか再生方針のテーマ
（２）まちの将来像
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第３章

本庄駅北口周辺の将来像
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（１）まちなか再生方針のテーマ

「第２章 まちなか再生の課題」で整理したまちなか再生の課題を踏まえ、基本計画のまちづくりのコンセプト「まちに暮らし、まちを活かし、まち

が息づく」が具体化し、本地区ならではの暮らしの解像度を高めた言葉として、まちなか再生方針のテーマを設定します。

まちなか再生方針のテーマ

暮らす人が主役のまち －通るまちから、暮らすまちへ－

駅や利便施設が集積し、多くの人が行き交うポテンシャルを活かして、

まちなかを通過するだけでなく、寄り道や滞在、回遊を生むまちへ。

視点を車から人へ転換し、過ごしたくなるまち ＝ 暮らすまち を目指します。





（１）アクション
（２）アクションの展開イメージ
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第４章

まちなか再生に向けたアクション
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（１）アクション

８.空き家・空き店舗の活用促進

- ① 空き家・空き店舗対策
/リノベーション事業

２.人に優しい交通利便性の確保

- ① 都市内幹線軸の整備

- ② 人のための駐車場の
適正配置

本地区を、住んでいる人だけでなく、

日常的に使う人も含めた「暮らしの舞

台」として捉え、移動・買い物・通

学・通勤といった日々の行動が途切れ

ずにつながるよう、バリアフリー化さ

れた道路や、安心して滞在できる公共

空間を整えます。子どもから高齢者、

障害者までが特別な配慮がなくても自

然に使える環境をつくることで、「こ

こで生活を続けられる」と実感できる

まちを目指します。

基本計画のまちづくりのコンセプト

「まちに暮らし、まちを活かし、まちが

息づく」が具体化した姿を右記のように

表現しました。

安全・安心に“暮らす”環境形成や、

まちを“活かし”にぎわいを生む空間づ

くり、そして将来にわたってまちが循環

し“息づく”ことを目指すため、必要な

９つのアクションを設定します。

暮らす人が主役のまち

－通るまちから、暮らすまちへ－

まちなか再生方針のテーマ

視点を車から人へ転換し、通過するだけ

でなく、寄り道や滞在、回遊を生むまち

に更新することで、基本計画で描いたま

ちづくりをさらに進めていきます。

まちづくりのコンセプト まちに暮らし、まちを活かし、まちが息づく

１.安心して過ごせる駅前広場づくり

- ① 駅前広場の再整備

本地区で活かすべきものは、建物や路

地のみならず、人が集い、使い続けて

きた歴史そのもの。まちが持つ魅力に

価値を見いだし、まちに情熱を注ぐプ

レイヤーたちの挑戦や活動を後押しし、

活躍の場となるような環境を整えます。

歩くたびに新しい発見があり、人と人、

人と場所の関係が広がる「ワクワク」

が湧き出すまちを目指します。

地籍調査や狭あい道路の解消等により

土地の流動化を促すとともに、“暮ら

す”“活かす”取組によりまちの魅力

を高めることで、新たな居住につなが

る開発を誘導していきます。また、歴

史や文化を継承し、今に残る趣ある雰

囲気を新たな価値へと転換することで、

時代に合わせて姿を変えながら人と活

動がつながり続けるまちを目指します。

３.居心地の良い暮らしの場づくり

- ① まちなか広場の整備

- ② まちの灯りの
ネットワークづくり

２

1

２

３

３

５.歴史をつなぐまちづくり

- ① 中山道の無電柱化

- ② 歴史的・文化的資源を
活かしたまちづくり

６.歩きたくなる仕掛けづくり

- ① サインでつなげる
みちづくり

- ② まちなかウォーカブル

５

４

５

６

６

７.まちの循環を促す建替え促進

- ① 狭あい道路の安全空間
マネジメント

- ② まちの更新ミニ
エリアコーディネート

９.路地的空間を活かしたまちづくり

- ① 趣ある建物を活かした
うらみちの魅力づくり

８

７

９

４ ７

９のアクション（15の事業）

４.人が主役のみちづくり

- ① 銀座通りの美装化

- ② 立ち寄りたくなる
沿道の景観づくり















ステップ３ステップ２ステップ１

• 沿道の景観づくりの促進• 道路空間の利活用• 銀座通りの美装化整備
Ｒ６「本庄駅北口周辺まちなか道路空間等利活用検討業務委託」より

銀座通り美装化イメージ

サインの設置
•銀座通り紹介
•周辺案内 等

電柱共架照明

景観舗装

歩行空間と一体となった
休憩スペース等の創出

１.背景と目的

シンボルロードである銀座通りの歩行環境の改善とデザイン向上

３.事業イメージ

銀座通りには、本庄ガスECOはにぽんプラザや昔からの商店に加え、空き店
舗をリノベーションした新規出店が増えており、より一層のにぎわいの創出が
期待されます。また、基本計画では「ウォーカブル推進道路」に位置づけてお
り、居心地の良い歩きたくなるまちなかを実現する上で重要な路線です。

一方で、電柱や道路標識等が歩行空間を阻害し、車両交通量も多いことから、
人が危険を感じながら歩く状況にあり、安全面の問題を抱えています。歩行者
が安心して歩ける環境を確保しつつ、まちなみの魅力を高め、回遊性・滞在性
の向上を図る必要があることから、歩行空間を拡幅した銀座通りの美装化を行
います。

中央一丁目交差点から本庄ガス
ECOはにぽんプラザ駐車場までの区
間において、車道と歩行空間の配
分を見直し、歩く人の安全性向上
を図ります。さらに、景観舗装や
側溝の改修を行うことで、まちな
みと調和する仕様とします。電柱
や道路標識等については、移設や
共架を検討します。

２. 銀座通りの現状

銀座通りは沿道が高密度な市街地であり、レトロで趣ある古建築が立地する
まちなみそのものが魅力となっていることから、それらを残しつつ歩行者の安
全性を確保する必要があります。そこで、現道幅員のまま、車道と歩行空間の
再配分、舗装・道路付属物の美装化などに取り組み、沿道関係者の協力を得な
がら地域のシンボルロードとなるような整備を進めます。

４.実施手順

- ① 銀座通りの美装化

４.人が主役のみちづくり

４

車両の通行と歩行者の安全確保が両立できる歩車共存の道路整備

交流・にぎわいを生む滞留空間の整備や回遊性の向上

本庄の歴史を活かした景観づくり

銀座通りの道路整備

銀座通り

の将来像

■道路内の整備でできること

・歩車道空間再配分

・無電柱化

・舗装や道路付属物の美装化

・安全対策施設の設置 など

■民地の協力でできること

・電柱や街路灯の民地への移設

・沿道小広場の整備

・無電柱化に伴う地上機器置場の確保

・道路と一体となったグランドデザイン

26

























（１）取組の推進体制
（２）事業展開の考え方
（３）事業展開のシナリオ
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第５章

実現に向けて
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（１）取組の推進体制

まちなか再生方針の実現に向けては、行政と民間で将来像に対する共通

認識を持ち、それぞれの立場や強みを活かして、連携しながら取組を進め

ていくことが重要です。行政が滞在する空間づくりを行い、地域住民や事

業者等の民間がそこに目的をつくるような取組を行うことで、「暮らす人が

主役のまち－通るまちから、暮らすまちへ－」を目指していきます。

まちなか再生方針のテーマ

暮らす人が主役のまち －通るまちから、暮らすまちへ－

「暮らすまち」にするためには「滞在」が必要
「滞在」を生むためには「（滞在する）目的」が必要

行政

滞在する空間づくり

駅前広場・銀座通り等の整備、
公共空間の提供、民間の目的
づくりに対する補助・支援 等

民間

滞在する目的づくり

目的地となる店舗や場、
イベント、公共空間や遊休
不動産の活用 等

（地域住民、地元組織、事業者）

×

（２）事業展開の考え方

まちなか再生方針における事業展開は、事業の規模・効果の大きい駅前

広場整備とまちなかでの取組を一体的に推進し、これらを連動させること

で新たな人の流れを創出し、その効果や需要の変化を踏まえながら次の施

策の優先順位や内容を判断していく仕組みとしています。 このため、基本

計画に位置づけられている整備であっても、現時点で事業展開を具体的に

示していないものがあります。これらについては、社会情勢やまちづくりに

対する考え方の変化に加え、先行する整備の効果や、それに伴う人の流れ

や交通需要の変化を見極めた上で、整備手法等を検討していきます。

事業展開はフェーズ１から３の３段階で示しており、フェーズ４以降につい

ては、フェーズ１から３までの取組の成果を検証した上で、新たな課題や

ニーズに応じて柔軟に設定し、必要な事業を追加・具体化していくことを想

定しています。

事業展開シナリオ

フェーズ１ 基盤整備の段階で、実現性が高く、即効性・波及性のある事業
に注力し、まちの変化を見える化します。

フェーズ２ 人の流れや滞留の変化が明確になり、民間投資が進むなど効
果が広がっていきます。

フェーズ３ これまでの整備成果を踏まえた周辺への展開や需要に応じた
整備の拡大を目指します。
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参考資料

用語解説

あ行

か行

ウォーカブル

街路や広場などの空間が人中心の空間へと転換され、まちなかへ出歩き

たくなること。

幹線軸

道路ネットワークにおいて骨格的な役割を持つ道路の軸。市内外を結ぶ

交通や市内の拠点間等の交通に対処する道路。

狭あい道路

幅員４ｍ未満の道路。

ウォーカブル推進道路

基本計画において、居心地の良いウォーカブルなまちづくりを推進す

るにあたり、特に歩行者や自転車の利便性を高めるとともに、沿道の

まちづくりと合わせた整備を図るべき通りとして位置づけた道路。

交通処理機能

駅前広場を利用する人や自動車等の流出入を処理するための機能であり、

歩行空間、車両走行空間、バス・タクシー等の公共交通の乗降・待機場所

等のこと。
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さ行

社会実験

新たな施策を本格的に導入する前に、場所や期間を限定して地域の方々

とともに試行する取組。新たな施策の課題や効果などを、本格導入の

前に把握するための調査。

た行

段丘斜面林

河川の浸食によって形成された階段状の地形において、平坦な「段丘

面」と、その下の低地をつなぐ急な斜面（段丘崖）によって形成された

樹林。防災や生物多様性の保全、景観形成等の役割を持つ。

土地の流動化

空き家・空き店舗、低未利用地等として固定化している不動産の取引・

流通や利活用を活発化させること。

た行

は行

バリアフリー

障害者、高齢者等の社会的弱者が社会生活を送るうえで障壁（バリア）と

なるものを除去すること。また、社会参加を困難にする社会的、制度的、

心理的な全ての障壁を除去すること。本市では令和６年３月に「本庄市移

動等円滑化促進方針（バリアフリーマスタープラン）」を策定しており、

同方針と連携した取組を進める。

美装化

ブロック舗装やデザイン性の高い照明灯の設置等、周辺のまちなみとの

調和や景観形成に配慮した整備を行うこと。

空洞化

自家用車の普及等に伴い、郊外部での宅地開発や大規模小売店舗の立地

等が進んだ結果、都市の中心部において、空き店舗、空きビル、空き家、

空き地などの低未利用地が増加する現象。

か行

防災空地

平常時は周辺住民の憩いの場などとして活用され、災害時は火災の延

焼の防止や、一時避難所や救援物資の中継地点といった防災機能を担

う公園や広場のこと。

コモンズ

地域住民が土地、施設、文化などの資源を共有地として共同管理・活用

し、住民主体で地域コミュニティを形成・維持していく場所。

重点課題地区

基本計画で定める特に土地の流動化が停滞している地区。

地籍調査

主に市町村が主体となって、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を

調査し、境界の位置と面積を測量する調査。
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や行

ユニバーサルデザイン

障害の有無、年齢、性別、人種等に関わらず多様な人々が利用しやすくな

るように、あらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方。

ら行

リノベーション

古い建物等に大規模な改修を加え、今の時代に適したあり方に変え、新

しい機能を付与すること。

ランドバンク

公共性の高い団体等が主体となり、空き家や空き地を管理、再生するこ

とで流通や利活用を促進する仕組み。

歩車共存

車優位の道路空間を改善し、自動車の速度抑制や交通事故の防止等の対策

により、車両の通行と歩行者の安全確保が両立すること。

は行
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